
定方法として，使用後に取り外したワイヤのサンプル試験
データを統計処理する方法を開発し，成果を上げた。しか
し，この方法においても使用中のワイヤ寿命については判
定できないことからさらに開発を進め，ワイヤを取り外す
ことなく余寿命を判定し，取替限界まで使い切ることを可
能にする技術を開発した。また，ワイヤの撚り方によって
生じる回転くせを表すツイストと称する性状がワイヤ寿命
に大きく影響することをつきとめ，ツイストを定量的に評
価する検査方法を確立した。以下，これらの開発技術およ
び使用結果を示す。

Ó° 使用後
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ワイヤの
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い判定が可能となった。本報告がワイヤ管理に係わられて
いる方々の参考になれば幸いである。
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